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地域おこし協力隊新メンバー
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プロフィール：1983年９月14日生まれ、盛岡市出

身。小中高と合唱経験し、白百合女子大学を卒業後、

首都圏にあるテーマパークに勤務。現在は矢巾町地

域おこし協力隊となり、矢巾2区に在住している。

料理と映画が好きで、映画『ジュラシック・パーク』

を観て、恐竜のとりこになる。

　大勢のお客さんがテーマパークのアトラクション

やキャラクターショー、思い出づくりに夢中になっ

ている。藤岡さんの仕事はお客さんとキャラクター

が写真を撮るときの補助をすること。

　仕事で辛いことがあると思いだす言葉がある。「心

がきれいじゃないと続けられない仕事。自信を持ち

なさい」と車いすに乗ったおばあちゃんにいわれた

言葉だ。そこから「人の役に立っている」と思いな

がら働いた。

　「地域を元気にする仕事に就きたい」と思い求職

中に地域おこし協力隊を知る。県内４町まで絞り、

矢巾町に決めたのは、「町の音楽への取り組みが凄

くて、高校時代に不来方高校音楽部に憧れていたか

ら」と青春時代に感じた矢巾町のイメージからだ。

　矢巾町の協力隊に決まったときは、新しい環境で

のスタートに不安と楽しさを感じる日々が続いた。

　若い人が「地元に帰ってきたい」と感じられる町

にしたいと意気込む。

　そのためにはまず、矢巾町を知るために郷土料理

や特産品の資料を読み、町内を見て回りたい。矢巾

町でお気に入りの場所は「まったりできるカフェ」

があるところと笑顔で話した。

　矢巾の地で「人の役に立つ」仕事のスタートを切る。
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6 次化セミナーで町内生産者と交流する藤岡さん



CALENDAR月
暮らしの専門相談所

受付（☎611-2840）

行　事

イベント
その他2

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2 3
第37回町民
スポーツ大会
総合閉会式
○時18：00〜
○場町公民館

電子図書おはなし会
○時11：00〜
○場やはぱーく

スミつけ祭り
○時18：00〜
○場実相寺

第20回やはばキッズ
スポーツセミナー
○時10：00〜
○場町民総合体育館

4 5 6 7 8 9 10
町営住宅申込
受付開始
※2/14まで（平日
のみ）
○時8：30〜17：15
○場役場

暮らしの専門
相談所
○時①人権
　　9：00〜15：00
　②行政
　　9：00〜12：00
　③弁護士(要予約)
　　10：00〜15：00
○場さわやかハウス

小さなおはなし会
○時11：00〜
○場やはぱーく

町民劇場公演
○時18：30〜
○場田園ホール

11 12 13 14 15 16 17
建国記念の日

町民劇場公演
○時13：30〜
○場田園ホール

振替休日

宝塚公演バスツアー
受付開始
○時9：00〜
○場田園ホール

図書センター休館
※蔵書点検で2/21まで
○時終日
○場やはぱーく

18 19 20 21 22 23 24
暮らしの専門
相談所
（高齢者・児童・障がい者）

○時13：00〜16：00
○場さわやかハウス

第２回町農業委員会総会
○時13：30〜
○場役場

町営住宅抽選日
○時18：00〜
○場役場

暮らしの専門
相談所
（心配ごと）

○時13：00〜16：00
○場さわやかハウス

小さなおはなし会
○時11：00〜
○場やはぱーく

25 26 27 28 1 2 3

※やはば短歌の会から

のお知らせ…毎月二回、

金曜日に町公民館で短

歌の勉強会を開催して

います。皆さんお気軽

にご来場ください。
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